
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 事業名 実施時期 

１ グラウンドゴルフ大会 9 月 

２ おたっしゃ教室 10 月 

３ そば打ち教室 11 月 

４ キンボール大会 11 月 

５ ふれあい作品展 11 月 

６ 輪投げ大会 12・3 月 

７ パックカール大会 2 月 

令和３年 9 月 1 日 発行 ■ 尾花沢地区公民館 （℡ 23-2016・Fax 24-0383） 

〒999-4225 若葉町 1 丁目 4 番 27 号 (サルナート内事務室)  E‐mail：oba_k@city.obanazawa.yamagata.jp   

 

各地区の町内会を紹介します！ 

３日(金) 上の畑焼体験教室（サルナート） 

４日(土) いけばな子ども教室（共同福祉施設）中止 

8 日(水) さわやかあいさつ運動（尾花沢中学校） 

8 日(水) 老人クラブ グラウンドゴルフ大会 中止 

9 日(木) さわやかあいさつ運動（北村山高校） 

10 日(金) こども見守隊（尾花沢地区） 

14日(火) 区長会グラウンドゴルフ大会     

16日(木) 連合老人クラブ グラウンドゴルフ大会 中止 

16 日(木) 歴史講座Ⅰ[近世農村の展開と農民の生活] 

（悠美館 コンベンションホール１０時～） 

30 日(木) こども見守隊（尾花沢地区） 

 

牛
房
野
地
区
は
、
歴
史
的
に
も
古
く
尾
花
沢
本
町
地
区
の

本
家
と
の
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
百
数
十
年
前
ま
で
に
は
、

最
上
地
区
に
通
じ
る
山
道
が
有
り
、
現
在
で
も
足
跡
が
あ
る

そ
う
で
す
。
そ
の
途
中
（
地
区
よ
り
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
奥
）
に

オ
ガ
ズ
ラ
の
水
と
い
う
名
の
湧
き
水
が
有
り
渇
水
の
時
期
で

も
涸
れ
る
こ
と
が
な
く
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
分
が
豊
富
で
無
味
無

臭
で
す
が
冷
た
い
水
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。
長
期
間
保
存
し

て
も
（
約
半
年
～
一
年
）
腐
る
こ
と
も
な
く
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
地
区
内
外
か
ら
給
水
に
来
ら
れ
る
水
が
あ
り
、
重
宝
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

 

又
、
蛍
の
発
現
期
に
は
沢
山
の
鑑
賞
客
が
車
で
来
ら
れ
る

の
で
、
我
々
も
「
ホ
タ
ル
を
守
る
会
」
を
発
足
し
て
二
十
五
年

間
も
存
続
し
て
、
毎
年
車
両
等
の
警
備
に
務
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
結
果
、
皆
さ
ん
の
鑑
賞
マ
ナ
ー
も
浸
透
し
、
こ
れ
ま
で

事
故
も
な
く
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
ホ
タ
ル

の
公
園
と
鑑
賞
道
周
辺
に
は
二
千
本
以
上
の
花
を
地
区
民
一

同
で
花
壇
に
植
え
て
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
守

る
会
の
会
員
も
年
々
高
齢
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
春
は
鑑
賞

道
の
転
落
防
止
柵
の
設
置
等
を
行
い
、
鑑
賞
に
来
ら
れ
る
方

の
安
全
・
安
心
に
少
な
い
会
員
で
気
を
配
っ
て
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。 

二
十
数
年
前
は
、
県
内
外
の
鑑
賞
客
の
車
で
隣
の
田
沢
地

区
ま
で
続
い
た
こ
と
も
有
り
、
皆
さ
ん
方
に
は
大
変
御
不
便

を
お
か
け
し
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
沢
山
の
鑑
賞
客

が
来
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
今
年
と
二
年
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
守
る
会
の
警
備
は
中
止
し
て
い
る
現
状
、
皆
さ
ん

の
交
通
マ
ナ
ー
に
は
大
変
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
交
通
事
故
、
怪
我
等
な
い
様
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

し
て
、
ホ
タ
ル
の
観
賞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
様
祈
念

し
、
地
区
民
一
同
、
又
の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

牛房野地区の紹介 
 牛房野区長  星川 敬雄 

※新型コロナウイルス
感染予防対策により、
今後中止になる場合も
ございます。 

※事業内容や実施期間
は変更になる場合があ
ります。あらかじめご
了承下さい。 

 目印はこの
マーク 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 花に興味を持ち、子どもの想像力を育み、いけばな
に親しんでもらおうと、昨年より[８回コース]で行っ
ています。今年は、７月１１日（土）から始まりまし
た。今後の活動の参考に書いてもらったアンケート
には、子どもたちからは、「いろいろな花があって、
自分で生けた花をみたら、とてもうれしくなりまし
た。」や、「ていねいに教えてくれたのでわかりやすか
った。」などの感想のほか、付き添いのおかあさんか
らは「自分自身も勉強になりました。」などの感想が
ありました。 
 

特
別
展 

 

 7 月 27 日に夏休み体験教室が行われ、子供大人 

11 名の参加で絵付教室を行いました。今年は上の畑

焼復興 40 年の歩み特別展もあり最初に銀嶺荘の陶

壁画の見学もしました。それから湯呑、そば猪口、茶

わんから自分が絵付するものを選ばせてもらい、い

よいよ鉛筆で下書きです。皆さん思い思いの図柄を

書き込んでいきます。そのあと絵付です、先に濃い色

で線を書きますが、なかなか上手く下書きどおりに

かけなくて大変でした。その上に薄い色で塗りつぶ

していきます。完成品を思い浮かべながら色を塗り

ました。出来上がりがとても楽しみです。 

芭蕉・清風 
歴史資料館 

 

 

 この「まち」では、人と自然、人と人とが綾（あや）を織りなし、数えきれない物語が生まれていきます／

どこまでも、力強くて温かい人の想いが響き合います／「ふれあい」から生まれた愛すべき舞台があります／

そこから未来が輪を広げていきます 

 

 いつの時代にも多彩な交流があり、それが発展につながっていきました。古くは奥羽街道、仙台街道軽井沢

越え、中羽前街道、尾花沢鉄道、そして尾花沢宿・名木沢宿・尾花沢駅が人の流れをつくって基盤を形成し、

現代では尾花沢・常盤・玉野・宮沢・福原の五つの地区のバランスのよい発展を図っています。そして未来に

向かって、さらなる交流を推進しています。 

 人と自然、人と人、そして昔と今…。「ふれあい」は交流から生まれる心のつながりを通じて、さらに豊かに

なっていく尾花沢を表しています。また、このような交流は、「まち」のすばらしい「ふれあい」をつくり出し

ます。 

さぁ、尾花沢の「素敵（すてき）」を探そう！ 

 誰だって一人では生きていけないから 手を差しのべあって大きくなっていきます／ずっと大切にしていき

たいのは 心の通った「ふれあい」／家族のような輪を広げていくと「ふれあい」の中から無限の可能性が生

まれてきます 

 交流の起源を遺産に見る … 玉野新道／野辺沢城跡／銀山遺跡（銀山温泉） 

 交流の原点を街道に見る … 羽州街道・仙台街道軽井沢越え・中羽前街道 

 商店街今昔物語 … 六斎市（尾花沢１，７の市日，延沢３、９の市日）・馬市・尾花沢駅 

 交流の財産を文化に見る … 「おくのほそ道」山刀伐峠越えと尾花沢・最上 33 観音札所 

             「徳良湖」と花笠おどり・花笠音頭 

尾花沢の山々 … 「天子塚伝説」の舞台にもなった御所山／翁山／二ツ森／御堂森／大平山 

                   （文責 山形県地域史研究協議会長  梅 津 保 一） 

 

 

R２年度 尾花沢地区の人口と世帯 
 （8/１現在）  （前月比） 
男 性：3,383 人  （－7） 
女 性：3,609 人 （＋1） 
合 計：6,992 人  （－6） 
世帯数：2,588 世帯（－3）

R３年度 尾花沢地区の人口と世帯 
 （8/１現在）  （前月比） 
男 性：3,33５人  （＋１） 
女 性：3,529 人 （－2） 
合 計：6,864 人  （－1） 
世帯数：2,579 世帯（－3.）


